
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和元年１０月２５日（金） ８：１５～８：２４ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 井 克 行 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

菅 原 一 秀 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 １件 

〇国会提出案件 ２６件 

○政令        ５件 

○人事        ７件 

○配布        ２件 

いずれも，案件表のとおり，決定，了解等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，岡田副長官から御説明申し上げます。 

○岡田内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「祝賀御列の儀」

の細目に関する内閣告示について，御決定をお願いいたします。本件は，本年１１

月１０日に行われる同儀式について，内閣総理大臣が定めた細目を内閣告示をもっ

て公示するものであります。 

次に，質問主意書に対する答弁書２６件について，お手元の資料のとおり，御決

定をお願いいたします。 

次に，政令５件について，御決定をお願いいたします。まず，「平成２８年熊本地

震による災害についての激甚災害及びこれに対し適用すべき措置の指定に関する

政令の一部を改正する政令」は，同災害による激甚災害の被害を受けた中小企業者

に対する災害関係保証の特例の適用期間を令和２年１０月３１日まで１年間延長

するものであります。 

次に，「銀行法施行令等の一部を改正する政令」は，銀行等資産の危険の分散等の

観点から，銀行等による同一の取引先に対する信用供与等に関する規制の見直しを

行うものであります。 

次に，「在外公館に勤務する外務公務員の在勤基本手当の額等を定める政令の一

部を改正する政令」は，最近の為替相場の変動等の事情を勘案して，在外公館に勤

務する外務公務員に支給する在勤基本手当の額を改定するものであります。 

次に，「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中，心臓病その他の循環器病に係る対

策に関する基本法の施行期日を定める政令」は，同法の施行期日を本年１２月１日

と定めるものであり，「循環器病対策推進協議会令」は，厚生労働省に置かれる同協

議会の組織及び運営について定めるものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，特命全権大使冨田浩司の金融・

世界経済に関する首脳会合を担当するための日本政府代表を免ずることについて， 

御決定をお願いいたします。 

次に，裁判官人事といたしまして，判事兼簡易裁判所判事に任命するもの外１件

について，御決定をお願いいたします。   

次に，上田信雅外６０３名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

次に，配布資料といたしまして，「会計検査院法の規定に基づく報告書」がありま

す。本件は，参議院からの要請に基づき実施した会計検査の結果について，参議院

に報告した旨，会計検査院から内閣に対し通知があったものであります。  

次に，件名外の人事案件について，申し上げます。令和元年秋の叙勲４，１１６

名，外国人叙勲１３６名，令和元年度文化勲章６名について，それぞれ御決定を，

令和元年度文化功労者２１名について，御了解をお願いいたします。なお，叙勲候

補者のうち，発令日までの間に死亡した者につきましては，死亡日の日付で勲章を

授与することとし，また，勲章を授与することがふさわしくない事由が生じた候補

者につきましては，その発令を留保することとしております。報道関係の取扱いに
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つきましては，叙勲及び外国人叙勲は，１１月３日午前５時から，文化勲章及び文

化功労者は，１０月２９日午前１１時３０分からそれぞれ報道解禁となっておりま

すので，名簿の取扱いにつきましては，特に御留意いただきますようお願いいたし

ます。これらのことに関連いたしまして，後程，内閣官房長官から御発言がありま

す。 

〇菅国務大臣：次に，私から，令和元年秋の叙勲，外国人叙勲及び令和元年度文化勲

章について，申し上げます。 

令和元年秋の叙勲，外国人叙勲及び令和元年度文化勲章の候補者については，厳

正な審査を経てお手元に配付の資料のとおりとなりました。これらの候補者につき

ましては，閣議で御決定いただいた後，天皇陛下の御裁可を仰いだ上で，来る１１

月３日に発令する運びとなっております。 

これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令 和 元 年 

10 月 25 日 

◎ 一 般 案 件

   ○ 祝 賀 御 列 の 儀 の 細 目 に 関 す る 内 閣 告 示 に つ い て

（ 決 定 ） （ 内 閣 府 本 府 ） 

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 政 府 の 社

会 保 障 政 策 の 検 討 主 体 , テ ー マ , ス ケ ジ ュ ー

ル 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）   （ 内 閣 官 房 ） 

○ 1. 参議院議員熊谷裕人（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 景 気 判 断 の 下 方 修 正 に 関 す る 質 問

に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）  

（ 内 閣 府 本 府 ） 

1. 参 議 院 議 員 小 沼 巧 （ 立 憲 ・ 国 民 ． 新 緑 風 会 ・

社 民 ） 提 出 令 和 元 年 台 風 第 １ ９ 号 に よ る 災 害

に 対 す る 激 甚 災 害 の 指 定 措 置 の 内 容 に 関 す る

質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 )( 同 上 ）

1. 参 議 院 議 員 小 沼 巧 （ 立 憲 ・ 国 民 ． 新 緑 風 会 ・

社 民 ） 提 出 台 風 第 １ ９ 号 に お け る 災 害 救 助 法

等 の 対 象 拡 大 お よ び 遡 及 措 置 に 関 す る 質 問 に

対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 同 上 ）

1. 参議院議員熊谷裕人（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 未 成 年 者 の 喫 煙 対 策 及 び 受 動 喫 煙

対 策 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）            （ 警 察 庁 ）

1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 ふ る さ と 納 税

指 定 制 度 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）           （ 総 務 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 大 村 入 国

管 理 セ ン タ ー で 長 期 間 収 容 さ れ て い た ナ イ ジ

ェ リ ア 人 男 性 の 飢 餓 死 に 関 す る 質 問 に 対 す る

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 法 務 省 ）

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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1. 参議院議員熊谷裕人（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 中 距 離 核 戦 力 （ Ｉ Ｎ Ｆ ） 全 廃 条 約

の 失 効 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）            （ 外 務 省 ） 

1. 参議院議員有田芳生（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 安 倍 首 相 と 日 朝 首 脳 会 談 に 関 す る

質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 )( 同 上 ） 

1. 衆議 院 議 員 中 谷 一 馬 （ 立 国 社 ） 提 出 Ｍ Ｍ Ｔ 

（ 現 代 貨 幣 理 論 ） に 関 す る 再 質 問 に 対 す る 答

弁 書 に つ い て （ 決 定 ）      （ 財 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 英 語 民 間

試 験 は 公 平 性 が 確 保 さ れ て い な い た め 実 施 を

延 期 す べ き こ と 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 文 部 科 学 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 英 語 民 間

試 験 が 大 学 進 学 を 目 指 す 高 校 生 の 選 択 の 幅 を

狭 め て い る た め 実 施 を 延 期 す べ き こ と 等 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

       （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 政 府 の 指

導 監 督 が 行 き 届 か な い 英 語 民 間 試 験 の 実 施 を

延 期 す べ き こ と 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 萩 生 田 文

部科 学 大 臣 の 英 語 民 間 試 験 の 導 入 に つ い て 

「 初 年 度 は 精 度 向 上 期 間 」 と 発 言 し た こ と に

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

       （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 我 が 国 の

教 育 環 境 が Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 諸 国 の 中 で 最 低 水 準 に あ

る と の 指 摘 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ

い て （ 決 定 ）           （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 あ い ち ト

リ エ ン ナ ー レ ２ ０ １ ９ の 補 助 事 業 採 択 に 関 す

る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

      （ 同 上 ） 

5



1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 大 学 入 試

に お け る 英 語 民 間 試 験 の 受 験 生 で 離 島 等 に 住

む 者 の 経 済 的 負 担 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 文 部 科 学 省 ） 

1. 参議院議員古賀之士（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 大 学 入 学 共 通 テ ス ト の 枠 組 み で 実

施 さ れ る 民 間 の 英 語 資 格 ・ 検 定 試 験 の 実 施 主

体 の 役 職 員 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ

い て （ 決 定 ）           （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 在 職 老 齢

年 金 の 縮 小 の 目 的 と 影 響 等 に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） （ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 在 職 老 齢

年 金 制 度 の 基 準 額 の 引 上 げ あ る い は 廃 止 に よ

る 年 金 生 活 者 の 格 差 拡 大 の 影 響 等 に 関 す る 質

問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 薬 害 筋 短

縮 症 の 二 次 障 害 の 救 済 に 関 す る 質 問 に 対 す る

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）      （ 同 上 ） 

1. 参議院議員古賀之士（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 抗 菌 薬 の 安 定 供 給 に 関 す る 質 問 に

対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 全 国 に お け る

た め 池 の 決 壊 危 険 性 に 対 す る 調 査 と そ の 基 準

に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）          （ 農 林 水 産 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 早 稲 田 夕 季 （ 立 国 社 ） 提 出 豚 コ レ

ラ ワ ク チ ン の 接 種 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 国 社 ） 提 出 荒 川 下 流

部 の 水 位 を 映 す ラ イ ブ 映 像 に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）（ 国 土 交 通 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 前 環 境 大

臣 が 東 電 社 長 に 要 請 し た 石 炭 火 力 抑 制 に つ い

て の 新 大 臣 の 対 応 と 認 識 に 関 す る 質 問 に 対 す

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）    （ 環 境 省 ） 
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◎ 政  令 
   ○ 平 成 ２ ８ 年 熊 本 地 震 に よ る 災 害 に つ い て の 激 甚 災

害 及 び こ れ に 対 し 適 用 す べ き 措 置 の 指 定 に 関 す る
政 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

（ 内 閣 府 本 府 ・ 財 務 ・ 経 済 産 業 省 ） 
 〃  ○ 銀 行 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

（ 金 融 庁 ・ 厚 生 労 働 ・ 農 林 水 産 省 ） 
 〃  ○ 在 外 公 館 に 勤 務 す る 外 務 公 務 員 の 在 勤 基 本 手 当 の

額 ， 住 居 手 当 に 係 る 控 除 額 及 び 限 度 額 並 び に 子 女
教 育 手 当 に 係 る 自 己 負 担 額 を 定 め る 政 令 の 一 部 を
改 正 す る 政 令 （ 決 定 ）        （ 外 務 省 ） 

 〃  ○ 健 康 寿 命 の 延 伸 等 を 図 る た め の 脳 卒 中 ， 心 臓 病 そ
の 他 の 循 環 器 病 に 係 る 対 策 に 関 す る 基 本 法 の 施 行
期 日 を 定 め る 政 令 （ 決 定 ）    （ 厚 生 労 働 省 ） 

 〃  ○ 循 環 器 病 対 策 推 進 協 議 会 令 （ 決 定 ）   （ 同 上 ） 

 

◎ 人  事 

   ☆ 特 命 全 権 大 使 冨 田 浩 司 の 金 融 ･ 世 界 経 済 に 関 す る

首 脳 会 合 を 担 当 す る た め の 日 本 政 府 代 表 を 免 ず る

こ と に つ い て （ 決 定 ） 

   ☆ 簡 易 裁 判 所 判 事 兼 判 事 補 新 宅 孝 昭 外 ３ 名 を 判 事 兼

簡 易 裁 判 所 判 事 に 任 命 し ， 判 事 髙 橋  徹 を 願 に 依

り 免 ず る こ と に つ い て （ 決 定 ） 

   ☆ 元 砺 波 市 長 上 田 信 雅 外 ６ ０ ３ 名 の 叙 位 又 は 叙 勲 に

つ い て （ 決 定 ） 

 

◎ 配  布 

   ☆ 会 計 検 査 院 法 第 ３ ０ 条 の ３ の 規 定 に 基 づ く 報 告 書 

 （ 内 閣 官 房 ） 

   ☆ 月 例 経 済 報 告          （ 内 閣 府 本 府 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕    

 

  

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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                 令 和 元 年 

              10 月 25 日 

 

◎ 人  事 

   ○ 令 和 元 年 秋 の 叙 勲 に つ い て （ 決 定 ） 

 〃  ○ 令 和 元 年 秋 の 外 国 人 叙 勲 に つ い て （ 決 定 ） 

 〃  ○ 令 和 元 年 度 文 化 勲 章 の 授 与 に つ い て （ 決 定 ） 

 〃  ○ 令 和 元 年 度 文 化 功 労 者 の 決 定 に つ い て （ 了 解 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕 

 
 

 

（ 金 ）   件 名 外 案 件  

資 料  
あ り  
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